平成１６年度　２級建築士試験　学科試験問題

〔 建築施工 〕

【ＮＯ．１】

　施工計画に関する次の記述のうち、さしあたり必要でないものはどれか、。
　１　施工計画書に、養生計画を記載した。
　２　施工計画に当たり、建築資材の発注を行った。
　３　施工計画書に、品質計画を記載した。
　４　施工計画を検討するために、敷地及び周辺の状況の調査を行った。
　５　施工計画に当たり、工事協力業者の選定を行った。
【ＮＯ．２】

　工事現場の安全確保に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　鉄骨造の建築物において、高さが5m以上の鉄骨の組立て作業には、作業主任者を選任した。
　２　スレート葺の屋根の上で作業を行う場合、幅30cmの歩み板を設け、防網を張った。
　３　架設通路の登り桟橋の高さが2.lmの場合、その勾配を30度とした。
　４　高さが2mの作業構台において、作業床の床材間のすき間を、5cmとした。
　５　高さが3mの作業場所から不要となった資材を投下する場合、投下設備を設け、立入禁止区域を

　　　設定して監視人を配置した。
【ＮＯ．３】

　工事現場における材料管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　砂は、泥土等が混入しないように、周辺地盤より高いところに保管した。
　２　アスファルトルーフィングは、屋内の乾燥した場所に横積みにして保管した。
　３　鉄筋は、泥土が付かないように、受材にのせて保管した。
　４　可燃性塗料は、周囲の建築物から1.5m離した不燃材料で造った独立した平家建の倉庫に保管

　　　した。
　５　木材は、雨や直射日光を避け、土に接しないように、まくら木にのせ、通風を考慮して保管

　　　した。
【ＮＯ．４】

　足場に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　単管足場の壁つなぎの間隔を、垂直方向、水平方向ともに5m以下とした。

　２　高さが12mの枠組足場における壁つなぎの間隔を、垂直方向、水平方向ともに8m以下とした。
　３　単管足場の地上第一の布を、地面から高さ2mの位置に設けた。
　４　単管足場の建地の間隔が、けた行方向1.8m、はり間方向1.5mのとき、建地間の最大積載荷重は、

　　　500kgと表示した。
　５　足場板を長手方向に支点の上で重ね、その重ねた部分の長さを20cm以上とした。
【ＮＯ．５】

　土工事及ぴ基礎工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　山留め壁に作用する側圧を十分に切ばりに伝達させるために、腹起しを連続して設置した。
　２　比較的良好な地盤に、切込み砂利を用いて砂利地業を行った。
　３　山留めを親杭横矢板工法とした場合の基礎工事までの作業は、地業→根切り→山留め→基礎の

　　　順で行った。
　４　基礎・柱・基礎ばりなどの墨出し・配筋、型枠の建込みをするために、表面を平らに仕上げる

　　　捨コンクリート地業を行った。
　５　シルト質細砂層の地盤に、真空吸引して揚排水するウェルポイント工法を採用した。
【ＮＯ．６】

　鉄筋コンクリート工事における鉄筋のかぶり厚さに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　柱の鉄筋の最小かぶり厚さは、帯筋の中心からコンクリート表面までの最短距離とした。
　２　土に接する部分における軽量コンクリートの最小かぶり厚さは、普通コンクリートを用いた

　　　場合に必要な最小かぶり厚さに、10mmを加えた値とした。
　３　壁に誘発目地を設けた部分については、目地底から最外側鉄筋までを必要な最小かぶり厚さと

　　　した。
　４　設計かぶり厚さは、必要な最小かぶり厚さに施工による誤差などを割増しした値とした。
　５　鉄筋のかぶり厚さを確保するために、鉄筋と型枠との間に十分な強度をもったスペーサーを

　　　入れた。
【ＮＯ．７】

　鉄筋工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　重ね継手の長さは、末端のフック部分の長さを除いたものとした。
　２　あばら筋・帯筋に用いる異形棒鋼には、末端部にフックを付けた。
　３　ガス圧接継手における圧接箇所の全数について外観検査を行い、合格とされた圧接部の抜取り

　　　検査として超音波探傷試験を行った。
　４　鉄筋の折曲げは、熱処理した後、自動鉄筋折曲げ機により行った。
　５　ガス圧接継手の圧接部のふぐらみの直径が規定値に満たなかったので、再加熱し、圧力を加え

　　　て所定のふくらみとした。
【ＮＯ．８】

　型枠工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　せき板には、直射日光を避けて乾燥させた木材を用いた。
　２　コンクリート床スラブの型枠を支える支柱は、上下階で平面上の同一位置になるようにした。
　３　コンクリートの圧縮強度が、設計基準強度の50%に痒したことを確認したので、はり下の支保

　　　工を取り外した。
　４　コンクリートの打込み後5日間の平均気温が20℃以上であったので、圧縮強度試験を行わずに

　　　柱及び壁のせき板を取り外した。
　５　せき板の取外し後は、直ちに、所定の材齢までの期間、コンクリートの表面を湿潤状態で養生

　　　した。
【ＮＯ．９】

　コンクリートの打込み・締固めに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　コンクリートの練混ぜ開始から打込み終了までの時間は、外気温が23℃であったので、120分

　　　以内とした。
　２　コンクリートの打継ぎ面は、新たにコンクリートを打ち込む前に、レイタンスなどを取り除き、

　　　十分に乾燥させた。
　３　コンクリートの締固めは、コンクリート棒形振動機の挿入間隔を60cm以下として行った。
　４　コンクリートの打込み速度は、良好な締固め作業ができる範囲を考慮して決めた。
　５　打込み後のコンクリートの沈み、材料分離等の不具合は、コンクリートの凝結が終了する前に

　　　タンピングなどにより処置した。
【ＮＯ．１０】

　コンクリートの種類・強度に関する用語とその説明との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
　１　普通コンクリート普通ポルトランドセメントを用いるコンクリート
　２　寒中コンクリート打込み後の養生期間に、コンクリートが凍結するおそれのある時期に施工

　　　されるコンクリート
　３　軽量コンクリート人工軽量骨材を一部又は全部に用いるコンクリートで、単位容積質量を小さ

　　　くしたコンクリート
　４　調合強度コンクリートの調合を定める場合に目標とする圧縮強度
　５　構造体コンクリート強度一構造体中で発現しているコンクリートの圧縮強度
【ＮＯ．１１】

　高力ボルト接合に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　接合部で一群をなしているボルトを締め付ける場合、群の周辺部から中央に向かう順序で行っ

　　　た。
　２　高力ボルト接合による継手の仮ボルトの締付け本数は、一群のボルト数の百以上、かつ、2本

　　　以上とした。
　３　高力ボルトの本締めにおいて、1次締付け終了後のボルト、ナット、座金及び母材にかけて行

　　　ったマーキングのずれにより、共回りの有無を確認した。
　４　高力ボルトと溶接とを併用する継手において、高力ボルトを先に締め付けた後、溶接を行った。
　５　高力ボルトの締付けの確認において、ボルトの余長は、ナット面から突き出たねじ山が3山

　　　程度であったので合格とした。
【ＮＯ．１２】

　補強コンクリートブロック造工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　壁横筋の重ね継手の長さは、45dとした。
　２　コンクリートブロックは、フェイスシェル厚の厚いほうを上にして積み上げた。
　３　目地モルタルは、加水練混ぜ後、60分以内で使い切れる量とした。
　４　コンクリートブロックの1日の積上げ高さは、1.6mを限度とした。
　５　コンクリートブロックの空洞部の充てんコンクリートの打継ぎ位置は、ブロック上端面と同一

　　　とした。
【ＮＯ．１３】

　木工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

　１　大引の継手は、床束心から150mm程度持ち出した位置で、腰掛けあり継ぎ、釘2本打ちとした。
　２　枠組壁工法において、床根太間隔が65cmであったので、床材として厚さ15mmの構造用合板を

　　　使用した。
　３　仕上げ材の縁甲板張りの継手の位置は、受材の心で通りよくそろえた。
　４　厚さ12mmの板材の留付けには、長さ32mmの釘を用いた。
　５　和室の畳床の根太は、間隔を450mmとし、継手位置を乱に配置した。
【ＮＯ．１４】

　屋根のアスファルト防水工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　屋根露出防水密着工法による平場のアスファルトルーフィングの重ね幅は、長手・幅方向とも

　　　50mmとした。
　２　アスファルトルーフィングは、水下側から水上側に向かって張り進めた。
　３　屋根スラブとパラペットが交差する入隅部分の防水下地の形状は、モルタルで面取りをした。
　４　平場の保護コンクリートのひび割れを防止するため、伸縮調整目地内ごとに溶接金網を敷き込

　　　んだ。
　５　屋根保護防水密着工法による出隅・入隅部分においては、その最下層に幅300mm以上のストレ

　　　ッチルーフィングを増張りした。
【ＮＯ．１５】

　コンクリート壁のセメントモルタル塗りに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　上塗りには、下塗りに比べて、セメントに対して砂の割合が大きいものを用いた。
　２　3回塗りの下塗り厚を、6mm程度とした。
　３　中塗りは、ひび割れを防止するために、下塗り後1日おいてから行った。
　４　コンクリート下地における不陸等の著しい箇所は、目荒し、水洗い等を行った後、モルタルで

　　　下地処理した。
　５　下塗りに先立ち、下地の乾燥状態を見計らって、吸水調整材を全面に塗り付けた。
【ＮＯ．１６】

　陶磁器質タイル張り工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　屋内の一般床タイルの張付けモルタルの調合は、容積比でセメント1:砂2とした。
　２　夏期に、外壁の改良積上げ張りを行う場合、前日に下地モルタルに散水し、十分に吸水させた。
　３　内壁の接着剤張りにおいて、張付け用接着剤の塗り厚は、ぐし山部の高さで2～3mmとした。
　４　外壁の改良積上げ張りにおいて、1日の張付け高さは、2,5mを限度とした。
　５　外壁の改良圧着張りにおいて、張付けモルタルの1回の塗付け面積は、60分以内に張り終える

　　　面積とした。
【ＮＯ．１７】

　室内の塗装において、素地と通常使用する塗料との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
　１　木部　　　　　　…　オイルステイン
　２　モルタル　　　　…　塩化ビニル樹脂エナメル
　３　鉄部　　　　　　…　合成樹脂エマルションペイント
　４　コンクリート　　…　アクリル樹脂エナメル
　５　せっこうボード　…　合成樹脂エマルション模様塗料
【ＮＯ．１８】

　建具・ガラス工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　フラッシュ戸は変形しやすいので、現場内での仮置きは平積みとした。
　２　高さが2.3mの木製の開き戸には、ステンレス鋼製の木製建具用丁番を3枚使用した。
　３　アルミサッシが鋼材と接する部分には、塗膜処理を行った。
　４　外部に面する網入り板ガラスは、縦小口(下端から１／４の高さまで)及び下辺小口に防錆

　　　テープを用いて防錆処置を行った。
　５　外部に面して複層ガラスをはめ込む場合、下端のガラス溝に径3mmの水抜き孔を2箇所設けた。
【ＮＯ．１９】

　内装工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　ビニル床シートの張付けは、下地モルタルを施工して14日後に接着剤張りとした。
　２　コンクリート下地にせっこうボードを直張りする場合、せっこう系直張り用接着剤の間隔は、

　　　各ボードの周辺部で300～350mmとした。
　３　コンクリート下地にせっこうボードを直張りする場合、せっこう系直張り用接着剤の乾燥期間

　　　は、せっこうボード表面の仕上げ材に通気性があったので、10日とした。
　４　タイルカーペットの全面接着工法において、張付けは、基準線に沿って方向をそろえ、中央部

　　　から行った。
　５　壁の木造下地材に木質系セメント板を直接張り付ける場合、留付け用小ねじの間隔は、各ボー

　　　ドの周辺部で200mm程度とした。
【ＮＯ．２０】

　設備工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　寒冷地以外の一般敷地内において、給水管の地中埋設深さは、特記がなかったので、特段の

　　　防護措置を講ずることなく土かぶりを250mmとした。
　２　給湯管には、架橋ポリエチレン管を使用した。
　３　手洗器の排水管には、封水深が50mm以上100mm以下のPトラップを設けた。
　４　電気のスイッチボックスは、メタルラスに接しないように、木板を用いて絶縁した。
　５　換気用の硬質塩化ビニル製ダクトにおいて、外壁から1m以内の距離にある部分は、グラスウー

　　　ル保温材を用いて断熱被覆を行った。
【ＮＯ．２１】

　各種工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　内装工事において、塗装下地のせっこうボードは、目地なしの壁面とするために、長手方向に

　　　テーパーの付いているものとした。
　２　内装工事において、ビニル床シートの張付けは、シートの搬入後、直ちに、室の寸法に合わせ

　　　て切断して張り付けた。
　３　断熱工事において、吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材の吹付け作業は、断熱材の必要な厚さ

　　　が30mmであったので、2層吹きとした。
　４　内装工事において、タイルカーペットの張付けに、粘着はく離形接着剤を使用した。
　５　塗装工事において、亜鉛めっき面には、塗膜との付着性を高めるために、あらかじめエッチン

　　　グプライマーを塗布した。
【ＮＯ．２２】

　工事とそれに用いる工法との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
　１　杭地業工事　…　オールケーシング工法
　２　山留め工事　…　鋼矢板工法
　３　タイル工事　…　マスク張り工法
　４　鉄筋工事　　…　リチャージ工法
　５　防水工事　　…　トーチ工法
【ＮＯ．２３】

　建築積算に関する次の記述のうち、建築工事建築数量積算研究会「建築数量積算基準」に照らして、最も不適当なものはどれか。
　１　土工事における土砂量は、掘削による増加や盛土の締固めによる減少を考慮しない地山数量に

　　　より算出した。
　２　根切り土量は、施工上必要な余裕や法勾配を見込んだ寸法により算出した。
　３　コンクリート型枠の数量は、型枠の種類・材料・工法、コンクリートの打設面等により区別し、

　　　面積を算出した。
　４　鉄骨の溶接数量は、溶接部の種類、断面形状ごとに長さを求め、すみ肉溶接脚長6mmに換算し

　　　た延べ長さにより算出した。
　５　造作材としての木材の所要数量は、図面に記入されている仕上寸法どおりに算出した。
【ＮＯ．２４】

　平板測量に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　平板測量においては、現場で敷地を測量しながら、同時にその敷地の平面形状を作図する。
　２　平板測量は、簡便で迅速に作業できるが、高い精度は期待できない。
　３　放射法による平板測量は、障害物によって見通しの悪い地形に適している。
　４　平板測量は、地形によって、現場における作業能率が大きく異なる。
　５　測点上への平板の据付けは、水平・位置・方向の各条件を満たすように行う。
【ＮＯ．２５】

　請負契約に関する次の記述のうち、民間(1日四会)連合協定「工事請負契約約款」に照らして、最も不適当なものはどれか。
　１　請負者は、発注者の書面による承諾を得ずに、請け負った工事を一括して第三者に請け負わせ

　　　てはならない。
　２　請負者は、工事現場内に搬入した工事材料・建築設備の機器を、監理者の承認を受けないで

　　　工事現場外に持ち出してはならない。
　３　請負者は、工事材料・建築設備の機器の品質が設計図書に明示されていない場合は、中等の

　　　品質を有するものとすることができる。
　４　通常、請負工事中の出来形部分と工事現場に搬入した工事材料・建築設備の機器などに火災

　　　保険を掛ける者は、請負者である。
　５　現場代理人は、主任技術者を兼ねることができない。












